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次期計画の施策体系について 
 

●習志野市子ども・子育て支援事業計画（第２期）の体系図（基本施策） 

基本理念 子どもが健やかな成長を、みんなのやさしさで支えるまち 習志野 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 基本施策 重点事業 

1-1教育・保育の機会の確保 ①基本的な教育・保育事業の整備 (1)待機児童対策 

（保育所など） 

(2)待機児童対策 

（放課後児童会） 

 

 

 

1-2子どもが健康でたくましく成

長できる教育・保育環境の充

実 

①保育・学校教育環境などの整備 

②体験活動の機会の充実 

③次世代の意識づくり 

1-3子どもが安全・安心に暮らせ

る環境の充実 

①施設環境の充実 

②親と子どもにやさしい外出環境の整備 

③防犯・防災対策の推進 

基本方針 基本施策 重点事業 

2-1安心して妊娠・育児ができる

一貫した支援の充実 

①親と子どもの健康支援の充実 (1)在宅家庭も含めた預

けやすい環境の充実 

（一時保育・預かり保育） 

(2)虐待の予防、早期発

見と対策 

(3)子どもの貧困対策 

(4)発達支援の充実 

2-2すべての家庭が安心して子育

てができる環境の充実 

①子育てに関する相談窓口・情報提供の充実  

②多様なニーズに応える保育サービスの充実 

③子育て家庭の経済的負担の軽減 

④ひとり親家庭への支援 

⑤特に支援が必要な子どもに対する支援の充実 

⑥障がい児施策の充実 

2-3家庭の教育力の向上 ①家庭教育の支援の充実 

基本方針 基本施策 重点事業 

3-1地域における子育ち・子育て

支援拠点の整備 

①地域における子どもの居場所づくり 

②地域における子育て支援の拠点づくり 

(1)放課後の居場所づくり 

 

 3-2地域における多様なネットワ

ークの活用と充実 

①世代間交流の推進 

②地域の人材の知恵や経験を活かす活動の推進 

③地域における子育て支援の充実 

④企業における子育て支援対策の促進 

自律力 １ 子どもが、自分の未来を見つめてたくましく生きていく力を育む 

基本視点 

家庭力 ２ 家庭が、喜びや生きがいを感じながら子育てできる力を持つ 

地域力 ３ 地域社会が、子どもや家族・家庭をやさしく見守り支える力を持つ 

基本目標 

資料４ 
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●教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策   

 子ども・子育て支援法において、市町村は事業ごとに提供区域を設定し、区域ごとに各事業の必要量を算

出し、その必要量に対する提供体制の確保内容、実施時期を確保方策として示すこととされています。 

 

 

量の見込みと確保方策を定めるべき事業と提供区域 

区分 事業分類 提供区域数 提供区域 

教育・保育 
教育 （１号認定：幼稚園、こども園短時間児） １ 全域 

保育 （２号・３号認定：保育所、こども園長時間児） ７ 中学校区 

地域子ども・子育て

支援事業 

延長保育事業 ７ 中学校区 

放課後児童健全育成事業 １６ 小学校区 

地域子育て支援拠点事業 （こどもセンター等） ７ 中学校区 

一時預かり事業 （幼稚園在園児による利用分） １ 全域 

一時預かり事業 （上記以外の利用分） ７ 中学校区 

利用者支援事業 １ 全域 

子育て短期支援事業 １ 全域 

乳児家庭全戸訪問事業 １ 全域 

養育支援訪問事業 １ 全域 

病児保育事業 １ 全域 

妊婦健康診査事業 １ 全域 

実費徴収に係る補足給付を行う事業 １ 全域 

 


